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（東洋エンジニアリング㈱ コンストラクション・ダイレクター） 
 
⽒は 1971 年に東洋エンジニアリング（株）に⼊社、以後⼯事部⾨に在籍し、国内および海
外のプラント建設に従事。このうち通算 29 年間は、海外のプロジェクトにおいて、マネージ
ャーとして建設サイトを統率した。在任した国は、旧ソ連、旧東ドイツ、サウジアラビア、タ
イ、シンガポール、マレーシア、インドネシアなど欧州、中東、東南アジアの多岐にわたる。 
 
特にインドネシア、シンガポール、マレーシアでは世界最⼤級のオレフィンプラントの建設
に携わり、それぞれの国の⽯油化学⼯業および経済発展に寄与した。 
 
シンガポールのオイルメジャー系のプロジェクトでは、客先の求める超短⼯期要求に対して、
客先、サブコン、社内組織などの関係者から⾼いモチベーションを引き出し、⽒のリーダー
シップの下、⼯期通りの完成を実現。これにより客先から、その後の継続案件では個⼈指名
を受けている。 
 
また、インドネシアでは、1990 年代初めのプロジェクトにおいて、現地エンジニアリング会
社、現地⼯事会社への技術指導、⼈材育成を⼿掛け、これらの会社の独り⽴ちと発展に寄与
した。海外関連会社では当時関連会社であったタイ TTCL の他 マレーシア Toyo-Malaysia 及
びインドネシア IKPT の育成に貢献した。直近のプロジェクトでは、インドネシア IKPT に、
安全管理、品質管理、サブコン管理などの⼿法を効果的に移転することで、従来⽇本から多
くの⼈員を派遣していたのに対し、このプロジェクトでは⼯事管理関係の⽇本⼈派遣者は 2
名のみで遂⾏している。また、この体制で⼯期１ヶ⽉前倒しの進捗を達成している。 
 
信条は、「美しくあれ」「Be Beautiful」で、⽒が統率するサイトはその信条が末端まで⾏き渡
っており、⽂字通り整理整頓された安全な現場になっている。また、外⾒だけでなく、仕事の
やり⽅にも美学が求められる。社内では、⽒がマネージャーを務めるチームは「萱島組」と呼
ばれ、⼀度は⼀緒に働いてみたいという声を聞く。 
 
上記の優れた功績は、エンジニアリング功労者個⼈賞での表彰に値する。 
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インドネシアの現場で催された「Home Stretch Party」 

⿊
くろ

 ⽥
だ

 勇
いさむ

 
（千代⽥化⼯建設㈱・Chiyoda International Corporation 出向 

Operation Director –Freeport LNG） 
 
⿊⽥⽒は、1971 年に千代⽥化⼯建設㈱（以下、千代⽥と略）⼊社以降、
約半世紀に亘り⼀貫して建設畑を歩んで来ており、勤続年数 49 年間の
うち 21 年間（うちマネジメントとして 14 年間）を海外現場（海外 8
ヶ国、15 現場）で過ごしている。 
 
⽒は⾮常に統率⼒と企画調整⼒の双⽅に優れ、その貢献は、千代⽥化⼯建設が JV リーダーと
して遂⾏した以下の 2 案件において顕著である。 
 
シニアサイトマネジャーとして従事した Qatargas II プロジェクト(QGX)においては、仏
TECHNIP 社との JV で EPC を遂⾏したが、1 系列年産 780 万トンの LNG 製造設備建設とい
う未曽有の難事業へのチャレンジであった。当初、進捗の遅れにより現場マネジメントチー
ムの刷新を余儀無くされ、その建て直しに⽒が抜擢された。当時カタールは未曾有の建設ラ
ッシュにより多国籍の作業者が⼤量に雇⽤されていたが、⽒のリーダーシップの下で、国籍・
⺠族の壁を越えて団結し、完⼯することが出来た。プロジェクト初期は QGX 現場にて事故が
散⾒されたが、⽒が主導して、当時は先駆的であった JSTI（Job Safety Task Instruction）
⼿法を⽤い、Tool Box Meeting を改善させた。⽒は、休業災害の⼤幅な削減（2,900 万時間
無 災 害 記 録 ） を 達 成 し 、 顧 客 Exxon Mobil Development Company(EMDC)か ら Safe 
Contractor Award の最優秀コントラクターに選ばれた。 
更に、⽒を含む本プロジェクトのマネジメントメンバー10 名は、カタールの資源開発への
貢献が評価され、「ものづくり」に携わる特に優秀な"⼈材"として、⽇本政府主催の第 3 回
「ものづくり⽇本⼤賞」（海外展開部⾨）で経済産業⼤⾂賞を受賞し、経済産業省より「も
のづくり名⼈」を称える記念メダルと盾が授与された。 
 
サイトディレクターとして従事したパプアニューギニア独⽴国 LNG プロジェクトは、
ExxonMobil PNG Limited を主要株主とする顧客向けに⽇揮株式会社と千代⽥で構成する
JV（千代⽥リーダー）が EPC 遂⾏したもので、パプアニューギニアに於ける初の LNG 製造
設備（年産 330 万トン 2 系列）の建設であった。 
本プロジェクトは、千代⽥が遂⾏した過去の LNG 案件の中で最も成功裏に完成したと⾔って
も過⾔では無く、⼯事安全と納期前倒しを同時に達成することが出来た。 
建設当初から現地の治安に懸念があり、建設地周辺の 4 つの村では時々死傷者が出る争いが
発⽣していたが、⽒発案で、当該の村を統合した法⼈を組織化させ、職種別賃⾦規定を策定
し、公平かつ透明性ある村⼈雇⽤を実現させた。その他、⽒が主導した現地企業の積極採⽤
及び近隣住⺠の積極雇⽤により、現地企業の発展及び住⺠の収⼊増が実現された。また、現
場周辺の⼩学校 4 校への⽂具品の提供、現場付近で毒蛇に噛まれた村⺠への⾎清を供与、⾏
⽅不明となった村の⼦供を探し当てたほか、近隣住⺠⼥性の内職収⼊⽀援のため、同⼥性ら
が製作した消耗品（ベッドカバー等）や⼯芸品、育てたフルーツの現場キャンプで販売する
など、徹底して本プロジェクトと地域コミュニティとの協調を実践した。村の代表から何度
も謝意を受ける等、⽒のリーダーシップの下に、近隣部族との協調・住⺠との融和が進み、
無事に完⼯に到った。 
 
上記の優れた功績は、エンジニアリング功労者個⼈賞での表彰に値する。 
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